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form　for　TPN 　components 　using 　commercially 　available 　calculation 　software ．　The　ca 】culation

form　was 　developed　to　support 　the　prescription　of　TPN 　solutjon ．　We 　evaluated 　the　number

・fq … ti・ns　reg ・・di・g　TPN 　p・e ・c・ipti・n… w ・ll ・・ th… ef・lne… fth ・ ・… ived　i・f・・ma
−

tion　on　TPN 　components 　by　means 　of　a　questionnaire　sent 　to　doctors．　The　information　was

thus 　utilized　in　61 ％ of 　the　questions　regarding 　prescriptions　using 　TPN 　solutiQn ．　As　a　re −

sult ．　almost 　all　doctors（88％） answered 　that　the　information　was 　useful ．
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緒 言

　高カ ロ リー輸液 （TPN ）の 混合調製は無菌操作

技術を習得 し た薬剤帥の 業務と して広 く定着 して

きた．TPN は 人体の 生理 的調節能力 の 範囲 を超

えた強制的栄養補給で あるの で ，適正な管理 が 必

要で あ り，薬学的知識 を持 っ た薬剤師が そ の 管理

＋i 　本 報 の 内 容 は ，日 本薬学 会第 116年 会　（金 沢，

　　1996 年 3 月）で 発 表．

†
／t
　金 沢市 宝 町 13−1 ；13−1．　Takara −machL 　Kana∠awa ，

　 920　Japan

に参加する こ とに よ っ て患 者は よりよい 医療を提

供 され る．

　TPN の 施行 に あ た っ て は 糖 ・電 解質等の 組 成

および駐を患 者個 々 の 必 要量に合わせ て 計算し，

処 方設 計 をす る 必 要 が あ る，と こ ろが
一

般 に

TPN は 各々組成 ・含量が 異な る市販 の 製剤 を組

み合わせ る こ とが多く，組成計算は煩雑 とな る．

また ，治療 ヒ多くの 薬剤が投 与され て い る患者に

TPN を施行す る場 合，電解質 ，ブ ドウ糖等 を多

量 に含む製剤を使用する こ とが あ り ， そ の 組成を

無視で きな い場合が ある．その ため 市販 の 専用 ア
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プ リ ケ ー
シ ョ ン

1）
，輸液管理 用 の プ ロ グ ラ ム 2

注射オ ーダ シ ス テ ム へ の 組成計算プ ロ グ ラ ム の 組

込み
需

等 が 報告 され て い る が ，稼働す る た め の 新

シ ス テ ム 導人 とい っ た 問題 や ，多数の処方 を処理

するには比較的時間 を要す る等の 難点があ っ た．

　そ こ で著者 らは 入手の 容易な市販の 表計算 ソ フ

トを用い て ，病院の実情に合わせて計算で き，簡

単か つ 短時間に処理で き る方法 を考案 し た ．また

TPN 混合調製業務 にお い て ，こ の 組成 計算 を医

師 へ の 情報提供お よび処方の栄養学的検討に利用

し そ の 評価を行 っ た の で 合わせ て報告する．

方 法

1 ．注射剤の 栄養成分組成計算法

　市販の 表計算 ソ フ ト「LANPLAN 」Ver ．6（NEC ），

「Microsoft　 Exce1」Ver．7および Ver ．4 （マ イ ク ロ

ソ フ ト） を用 い て 注射剤の栄養成分組成計算の た

め の フ ォ
ーム （組成計算 フ ォ

ーム ）を作成 した．

こ れ ら の 表計算 ソ フ トは 各 々 NEC 　 N5200系 ，

Microsoft　 Windows 動作環境お よび マ ッ キ ン ト ッ

シ ュ 系で作動する．

　組成計算 フ t 一
ム は 使用 し た表計算ソ フ トによ

らず同
一

の 形式で作成 し た．製剤名とその 組成 を

当院採用の 注射剤に限定 し て組成計算 フ ォ
ー

ム に

登録 し，カ ーソ ル にて製剤名を選択後，処方量の

欄に薬剤の 本数 を入力するの みで組成計算が で き

るよ うな形式 と し た （図 1 ）．登録品目は平成 8

年 3 月現 在 ，TPN 用製剤 Z7剤，そ の 他の 注射剤

73剤 （．一部重複）で あ る．図 2 に示すように ，必

要事項 を入力す る こ とに より組成 ，カ ロ リー
， 非

タ ン パ ク カ ロ リー／窒素比等を記載 し た結果報告

書が作成 される
o ．こ の結果報告書に は TPN （図

2 で は IVH ）の 処方内容 と同時に処方 され た 注

射剤全体の組成 も併記す る こ ととし た．

2 ．TPN 混合調製業務 へ の応用

　図 3に 当院薬剤部に おけ る TPN 混合調製業務

の 流れ を示す．

　薬剤部 に て TPN 混 合調製 を行 う患者 を対 象

に ，全投与薬剤中の 栄養成分組成 を計算 し ，これ

と平行 して 臨床検査デ ータ の 確認を行 う．計算結

果および検査 デ ータ等 を参考に し て ，TPN 調 製

以前に処方内容の 栄養学的検討を行 い ，疑義の あ

鳥

一

図 1 ．組 成 計 算 の た め の 処 方 入 力画面 （
・
部）

　　 単位　容 量 ：ml ，処方量 ：ア ン プ ル ，バ イアル ．ま た は袋 ，熱量，

　　 N−P カ ロ iJ − ：kcal，　 Na ，　 K ，　Mg ： mEq
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輸液組成 計算結果

IVH処 方（MIX）／ 日

ハ イカリツク
ー2

50％ブドウ糖

アミセ
’
ット10X

700mI300ml600ml

　　 mI

　　 mI

　　 ml

全　 1600mI

氏名

組成　 IVH　 全体

Glucose325325

アミノ酸 6060

NaK

3030

M 1010

Ca 8．58 ．5

GIP

4．844 ．84

SUIfate1010

Acetate2525

99mEqmEqmEqmEqmEqmmolmEqmEq

処方 日 1996．4，1

組成　 IVH　 全体

Gluco舶 te8 ．58 ．5

LactateCitrateZn

1010

FructoseXylitolSorbitoI3030

Maltose
　●
クリセリン

mEqmEqmEq

μ mol99999

尸

投与畳 1600

総 N量 936

熱量 1660

N−P加 り 1420kGalkcaI N −Pカロリ
ー
／N 　　　1517
薬 1。 無 剤室

図 2 ．組成計算結果報告書

　　　N ＿P カ ロ リー ：非 タ ン パ ク カ ロ リ
ー，N ：窒 素

TPN 処方箋受付

注 射薬オ
ーダリン グ に よ り．TPN を含

む注射薬処方箋 （患者氏名シール 付 き）

がク
1
丿
一

ン ル
ーム 前室に 出力され る

↓

ラ ベ ル 作成

TPN に 貼付する ラ ベ ル 〔患者 氏名 ・混
注 内容》を作成する （処方箋 と同時出 力

され る愚 者 氏名 シ ール を利 用）

↓

患者情報 の収 集 （一回 目）

注射薬処 方の 組成計算を 行な う

前日 ま で の 処 方，臨 床 検査 結 果 を参 照 す

る （医療情報デ
ー

タの オ ン ラ イン に て検

索》

↓

疑義照 会

組 成 計算お よ び患者情報よ り処 方 内容 を

検 討 し．疑義が あれば医師に 照 会す る

↓

TPN 混合調製

ク リ
ー

ン ル
ーム に て 混注する

↓

TPN 払 い 出 し

組成 計算結果 を添付

↓

患者惰報の 収集 （二 回 目）

病棟に て カ ル テ 閲覧、担 当医 ・看護 婦

よ り廈接情報収集

図 3．TPN 混 合調 製業務

る場合は 計算結果報告書に記載する か ．緊急性 の

ある場合には
．
直接医師に 照会 して い る，作成 した

結果報告書 は ，混合 し た TPN に 添付 し病 棟 （医

師）に届け る．

　また TPN 投 与期問 中は定期的に薬剤師が 病棟

へ 出向 き，カ ル テ閲覧 ，医師 ・．看護婦か ら の情報

収集を行 っ て ，更に適 iElな栄
．
養療法が 行われるよ

う に し て い る．

3．評価

　TPN の 混合調 製件数に 対す る疑義照会の 割合

を算 出 し た ．また ．薬剤部へ の TPN 混合調製オ
ー

ダを行 っ た こ との あ る全医師 （19名）を対象に ア ン

ケ ー トを実施 し た ．

結果お よび考察

1．注射剤の 栄養成分組成計算法

　組成計算 フ ォ
ーム 作成に あ た っ て は ，汎 FHさ れ

て い る シ ス テ ム ヒで 作動する こ と，処理時間 が短

い こ と ，メ ン テ ナ ン ス お よび フ ォ
ーム構成の 変更

が容易で ある こ と の 3 点に留意 した．

　人手の容易な市販 の 表計算ソ フ ト （2 種類）を

用 い た こ と に より，当院の オ ン ラ イ ン シ ス テ ム ヒ

N 工工
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お よび パ ー
ソ ナル コ ン ピ ュ

ータ の 多数の 機種で こ

の フ ォ
ー

ム が使用可 能とな っ た．処理時間は薬剤

検索 と処方入 力を単純化する こ と に よ っ て 短縮 を

図 っ た ．薬剤検索の 単純化の ため ，登 録は院内採

用薬剤に限定 し ，異な る規格を数種採用 して い る

薬剤は ，組成比が同じ で ある限り 1規格の み を代

表 と し て 登録 し た．また カーソ ル で薬剤を選択す

る方式の た め処方入力は テ ン キ
ー

の 操作以外不要

で ，入 力者がキ
ー

ボ
ー

ド入 力に不慣れで あ っ て も

入 力時間に差は生 じ な か っ た ．なお ，市販の ア プ

リケ ーシ ョ ン
1 ／

で は 多数の 市販注射剤が 登録 さ

れて お り，限られ た院内採用薬剤を検索する に は

不都合で あ っ た．

　今回作成 し た組成計算 フ ォ
ーム を用 い た場合 ，

計算か ら結果報告書作成 まで に要する時間は約 4

分／処方で あっ た ．本 シ ス テ ム を使用 しな い 場合

卩5与呂繋 鋒鼎 £も。、 簾
　　 10 ％ 塩化ナ トリ ウム 　　　　　1A

　　MVl 　　　　　　　　　　　 1 瓶

　　強カネオミノファ
ーゲン シー　　　　1A

　　ガス タ
ー
　　　　　　　　　　 1A

　　 x1 回　約束 IVH （薬剤部）

3 ）ホス ミシン S2g
　 生 理 食塩液 （100 ）

　 　 x2 回　点滴静 注

瓶

瓶

21

2 ） トリパ レン 2号 （60

　 プロ テ ア ミン 12X （

　 10 ％ 塩化 ナ トリウム 　

　 50％ ブ ドウ糖 （20 ）　

　 タ チ オ ン 　 　 　　 　 　

　 ガス タ
ー
　　　　　　　

　 ニ コ　「丿　ン H 　　l　g　　　　　　　

　　 x1 回 約束 IVH （薬剖部）

4

攤 整L 劃

繍 、

輸液組成 計算結果

IVH処方（MIX）／ 日

トリハ
9
レンー2

フ ロテアミン12×

50％ブドウ糖

10％NaCl

全

1200ml400mI

　 80mI
　 40mI

　 　 ml

　 　 ml1720ml

図 4．病例患者の 注射処方箋

　 氏 名　 XXX ×

投与量

総 N 量

2008726m9

組成　 IVH　 全体

Glucose240 ．4240 ．4
アミノ酸 45．445 ．4
Na 198．4363 ．3
K 5454
M 1010

Ca 1010
Cl 216．4256 ．6
P マt51t51
Sulfate て010

Acetate

99mEqmEqmEqmEqmEqmmelmEqmEq

熱量

N−P加 リ

18221640kcaIkcal

処方 日 1992．4．1

組成　 IVH　 全休

Gluco囗ata1010

LactateCitrate2222

Zn 2020
Fructose99 ．699 ．6
XylitoI70 ．470 ．4
SorbitoIMaltose

グリセリン

mEqmEqmEq

μ moI99999

N−Pカロリー／N　　　2259

pm

薬 1部無菌製剤室

日付 92．3．2592 ．3．2792 ．3．30 92．4，1
血清 Na値 （mEq ／1） 133 148 158 162

図 5．栄養成分組成計算結果お よび 血 清 ナ トリ ウ ム 値
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の 所要時間は約 15分 （複雑な処方ではそれ 以上）

で あり ，複雑な処方で も短 時間 に計算で きる方法

が確立 で きた．これ に より，TPN 混合調製以 前

に処方内容を検討する こ とが容易 とな っ た．

　組成計算フ ォ
ーム の 構成を単純な表形式 と し た

こ とに よ り，メ ン テ ナ ン ス は簡便で ，新規登録に

要する時間は約 2分 で あ っ た ．院内採用薬剤の み

を対象 と し て い る ため新規登録は 1年間に 数件で

あ っ た．ま た 自作の フ ォ
ー

ム で あるため ，市販の

シ ス テ ム とは異な り構成変更が容易に で きる．例

えば登録外の 新規栄養成分データ （微量元素等）

を加え る等の 変更 も直ち に 実行可能で あ る．

　計算結果報告書は組成欄 を TPN と注射剤全体

の 組成の 併記 と した た め ，TPN 以外 の 薬剤 に 何

らか の栄養成分が含有 され る場合 ，
そ の確認 が容

易に で きる．

2．TPN 混合調製業務へ の 応用

　以下 ，症例 を Eげて 解説す る．患者は 64歳の 女

性で 平成 4 年 3 月 7 日 ク モ膜 F出血 を発症 し当院

に 入院 し た ．動脈瘤 ク リ ッ ピ ン グ 術後 ICU に て

治療 を行 っ て い た が
， 病状が安定 し た た め 3 月28

日脳神経外科病棟 に 転棟，4 月 1 日 よ り TPN 開

始 とな り，薬剤部に混合調製の オ
ーダ が提山され

た （図 4＞．

　こ の 処方の 栄養成 分組成計算の結果 と患 者の 血

清ナ ト リ ウ ム （Na ）値 を図 5 に示す．　 Na の 投 与

量は標準摂取量の 約 3 倍で あ っ たが ，血清 Na 値

は TPN 開始 1 週 間前 よ り上 昇 を続 け て お り，

TPN 開始時点で 正常上限 を超 え て い た．こ の ま

ま投与を続 けた場合，高 Na 血症 と な り意識混濁

な どの 症状が 現れ る恐れがあ ると考え られ た ．ま

た ，TPN 以 外で の Na 投与量 は 全体 の 約 1／2 を

占めて い る が
， 医師が こ の こ とに 気づ か ず大 量の

Na を投与 して い る 口∫能性もあ っ た，

　 こ の結果を もと に 主治医に疑義照会し た結果，

塩化ナ トリウ ム 注の 中止 ，抗生物質製剤の 溶解液

変更等の 修正が行われ た ．

表 1 ．TPN 処 方件 数 お よ び 疑 義照 会統計

　　　 （平 成 6年 度）

TPN 処 方件 数

（処方 枚数）

　　 　 　　 　1，661 件

（対象患者 91 人，調 製本 数 5
，

814 本）

疑義 照会件 数 37件

処方変更件数 28件

表 2．疑義照会の内容

疑 義 照 会 内 容 照 会件 数 変更件数

複雑な処方 を単純化 8 7

カ ロ リ
ー

／ ア ミノ 酸バ ラ ンス 是正 5 3

TPN 組成

計算 結 果 に

基 づ く 疑義

照会

　 　 23件

電解質投与不 足
’ 5 1

電解質投与過 剰
嚀 3 3

注射剤院内不 採 用に 伴 う代替 え案 提示 2 2

舸回 の 処方内 容と 異な る 6 4

混注 不可 3 3

そ の 他 の 疑

義照会

　　　14件

混注 可能な薬剤が別処 方 2 2

ビタ ミ ン 剤の 投与 2 1

長期 TPN 施行 患者へ の 微量 元 素 投与 1 1

＊ 電解質 の 投与景 に 関す る疑義照会 は ，何 ら か の 病状 が i ち に 出現す る

　と 予想 され る もの の み に つ い て行 っ た ．そ れ 以 外 は 栄養成 分 組 成 レ ポ

　ートに 記入 し た．
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Ql．　 TPN 開始時 や変更時に処方注射薬 の 熱量 や霓解質を計算 し た 用 紙を

　 添付
．
して い ます．こ の 用紙を見 た こ と が ありますか ？

‡　 　 　　 　　 　，　　 ｛　　 　　 ’
　 鄲　　　　　興

巾｛ 灘 黼 ，　　 華　鉾　　黼 轟， 團 見 た こ とが な い

躙 見たこ とが あ る

眠 　　　　　　　　　20SS　　　　　　　40％　　　　　　　　60％　　　　　　　80％　　　　　　　100％

Q2．見た こ と が あ る と答 え た 方に お尋 ね します．こ の 組成計算は 役 に立 ち

　　 ますか ？ （複数同数）

頻繁に 変更の ある患
者で は役立たな い

　 　 役立 たない

カロ リ
ー

計算の 確認

　 などに 役立 つ

0246810121416

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 人

図 6．医師へ の ア ン ケ
ー

ト調 査結 果

　　 対象 ：TPN 処方医 19 人

A

3．評価

　平成 6 年度 に おけ る TPN の 混合調製件数に 対

する疑 義照会の 割合と照会内容を表 1 お よび表 2

に 示 す．TPN 処 方件 数統 計 よ り，総 処 方件 数

1，661件 に対する疑義照会の 割 合は37件，こ の う

ち処方変更が な され た の は28件（76％）であ っ た．

疑義照会の 内容で は ，疑義照会に栄養成分組成計

算を利用 したもの が 23件 （61％〉，それ以外の 栄養

学 的事項 や TPN 処 方作 成 に 関す る もの は 14件

（38％）で あ っ た．

　医師へ の ア ン ケ
ー

ト調査 結果を図 6 に 示す．こ

の 結果によ り約90％ の 医師が薬剤部よ り提供 され

る TPN 組成の 計 算結 果報告書 に 日を通 して お

り，こ の うち88％ の 医師が こ の 組成計 算が参 考に

な ると答えた．

　 こ の よ うに TPN 処方 の 栄養学 的検討 を行 い ．

そ の た め の 情報を医師側に も提供す る こ と は ，多

くの TPN 施 行患 者に 対する栄養管理 の た め の 有

効手段 と考えられ る．

お わ り に

　今回我 々 が 考案 した栄 養成 分組成 計 算 法 を

TPN 滉 合調 製業務に 応用す る こ と に よ り，容易

に処方 の栄養学的検討 を行うこ とが 可能 とな り，

これを疑義照会 および処方作成の 支援に利用する

こ と が で きた，

　現 在，TPN 混 合調 製対象病棟は ，2病棟 3 診

療科に 限 られ て い る が ，近年糖と ア ミ ノ酸が
一

体

化され た TPN 製剤が 普及 し た こ と に 伴い 業務量

は漸減 し て お り，今後院内で の TPN 混合調製は

特別な内容を必要 とする場合に限 られる こ とが 予

測 され る．こ の た め ，こ の 業務 を全 病棟 に拡 人

し
， よ り管理 の 困難な患 者を対象とする こ とが可

能に な る と思われ る．今後，薬剤帥の 立場か ら栄

養療法 を支援する体制を確立させ て い きた い と考

え て い る．

）1

）2

）3
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